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「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
」の
鍵

	
経
済
を
強
く
し
、
雇
用
を
つ
く
る
と
の

目
標
が
あ
る
が
、
三
菱
重
工
幸
町
工
場
の
閉

鎖
が
市
の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
及
び
新
幹
線

工
事
の
残
土
活
用
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

幸
町
工
場
の
機
能
は
、
平
成
29
年
度
末

ま
で
に
再
編
が
完
了
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分

も
あ
り
、
移
転
が
市
税
に
与
え
る
影
響
は
不

透
明
で
あ
る
が
、
再
編
に
よ
り
業
績
向
上
が

期
待
さ
れ
る
。
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
新
幹
線
残
土
を
活
用
し
た
工
業
団

地
造
成
に
つ
い
て
は
調
査
を
も
と
に
田
中
町

を
最
適
地
と
判
断
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

現
在
、
用
地
交
渉
中
で
あ
り
、
そ
の
手
続
き

に
、
ま
だ
若
干
の
時
間
を
要
す
る
見
込
み
だ

が
、
平
成
28
年
2
月
議
会
に
本
事
業
の
土
地

取
得
議
案
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

公

明

党

夜
景
視
点
場
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

	

観
光
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
夜
景

観
光
の
拠
点
で
あ
る
稲
佐
山
展
望
台
及
び
鍋

冠
山
展
望
台
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、
市
民
や

観
光
客
の
安
心
安
全
を

守
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
市
と
し
て
の

考
え
を
伺
い
た
い
。	

	

稲
佐
山
展
望
台
付
近
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場

所
は
長
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
舎
で
あ
る
が
、

駅
舎
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
現
在
は
使
用
で

き
な
い
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
営
業
再
開
時
に

は
使
用
可
能
と
な
る
が
、
展
望
台
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
営
業
時
間
終
了
後
も
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
駅
舎
か
ら
展
望
台
に

移
設
す
る
方
向
で
早
急
に
調
整
し
た
い
。

　
ま
た
、
鍋
冠
山
公
園
に
つ
い
て
も
、
展
望

台
改
修
後
は
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
に
向
け
検
討
し
た
い
。

軍
艦
島
に
お
け
る

�

多
言
語
音
声
コ
ー
ド
の
導
入

	
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大
28
言
語
で
音

声
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
技
術
を

端
島
見
学
施
設
（
軍
艦
島
）
に
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
。

	

多
言
語
コ
ー
ド
に
よ
る
音
声
ガ
イ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
利
用
者
に
対
す
る
案

内
を
充
実
さ
せ
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
電

源
を
用
い
な
い
こ
と
か
ら
、
端
島
見
学
施
設

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
優
位
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
、
軍
艦
島
ク
ル
ー
ズ
の
各
運

航
事
業
者
に
対
し
て
情
報
提
供
し
た
結
果
、

現
在
こ
の
事
業
者
で
組
織
さ
れ
る
「
軍
艦
島

観
光
船
協
議
会
」
か
ら
、
文
化
庁
に
対
し
て

補
助
金
の
交
付
要
望
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
新
た
な
技
術
に
関
す
る
情
報
収

集
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

城
山
小
学
校
被
爆
校
舎
の
保
存
活
用

	

長
崎
原
爆
の
凄
ま
じ
さ
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
被
爆
構
造
物
で
あ
る
城
山
小
学
校
被

爆
校
舎
の
早
期
修
復
と
未
公
開
部
分
の
活
用

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

城
山
小
学
校
被
爆
校
舎
に
つ
い
て
は
、

よ
り
手
厚
い
国
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
文
化

財
指
定
を
目
指
し
て
い
る
。
校
舎
の
経
年
劣

化
に
は
応
急
的
な
補
修
が
必
要
で
あ
り
、
補

修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
文
化
庁
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
予
算
化
を
進
め

て
い
る
被
爆
建
造
物
保
存
の
た
め
の
新
た
な

補
助
制
度
に
つ
い
て
も
、
活
用
で
き
る
よ
う

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
非
公
開
と
し
て
い
る
校
舎
の
3
階

以
上
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
被
爆
当
時
の
現

状
に
近
い
形
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
価

値
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
公

開
に
は
安
全
確
保
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
は

あ
る
が
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

創
生
自
民

長
崎
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

	

超
高
齢
社
会
へ
対
応
す
る
た
め
の
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
、

ど
う
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

	

シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓

口
と
し
て
必
要
な
支
援
を
継
続
的
に
行
い
、

医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
に
向
け
た
地
域
ケ

ア
会
議
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
は
、
医
療
、
介

護
・
福
祉
等
の
専
門
職
や
地
域
関
係
者
な
ど

で
構
成
す
る
「
長
崎
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

協
議
会
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
で
の
既
存
の
取
り
組
み
を
活
か
し
つ
つ
、

連
携
を
強
化
し
、
進
化
さ
せ
な
が
ら
、
人
材

の
育
成
や
確
保
策
、
必
要
な
社
会
基
盤
の
整

備
な
ど
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

	

ス
ポ
ー
ツ
を
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
捉
え

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
国
際
的
地
位

の
向
上
な
ど
、
地
元
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市
の
姿

勢
と
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

問答問

答問答

問問答

問答問

▲表示マークの例


